





種 村 隆 元
はじめに
本論文は『東洋文化研究所紀要』第 163 冊に掲載の筆者による Mṛtasugatiniyojana
(『死者の良い存在領域への差し向け方』)のサンスクリット語校訂テキスト(種村
2003)にもとづく試訳および註2である3．本論文のタイトルからも明らかなように，







は折に触れて貴重なご指摘を賜ってきた．2012 年 12 月にハンブルグ大学において開催された
Manuscripta Buddhica Workshop において，Harunaga Isaacson 教授 (Universität Hamburg),
Francesco Sferra教授(Università degli Studi di Napoli "L'Orientale''), Martin Delhey博士(Universität


















Acta Tibetica et Buddhica 6: 21-60, 2013.








は『秘密集会タントラ』14.1 - 2 (特に 14.2c)にその典拠がある．そこではローチャ
ナーのマントラ(＝明呪 vidyā)が死者を蘇生させると説いている．「意識の遷移」は
utkrānti と呼ばれる，ヨーガによる「意図的な死」の技法を死者に応用したもので
ある．この utkrānti は Guhyasamājatantra には直接説かれていないが，Guhya-















種村 2004: 347, 338 註(8)及び Tanemura 2007: 3 参照．
5
桜井 2009: 198 参照．桜井氏が考察した註釈書は以下の通りである．(1) Thagana 著 Guhya-
samājatantravivaraṇa. Ota. 2708, Toh. 1845. 以下，Vivaraṇa．(2) Cilupa (or Celuka)著 *Ratna-
vṛkṣanāma Guhyasamājavṛtti. Ota. 2709, Toh. 1846. 以下，Ratnavṛkṣa．(3) *Jinadatta 著 Guhya-
samājatantrapañjikā. Ota. 2710, Toh. 1847. 以 下 ， Pañjikā. (4) *Vimalagupta 著 Guhya-
samājālaṃkāra. Ota. 2711, Toh. 1848. 以下，Alaṃkāra. (5) Ratnākaraśānti 著 *Guhyasamāja-
nibandha Kusumāñjali. Ota. 2714, Toh. 1851. 以下，Kusumāñjali．(6) *Pramuditākaravarman 著
Guhyasamājatantraṭīkā Candraprabhā. Ota. 1852, Toh. 1852. 以下，Candraprabhā．本論文でも上記
6 註釈文献を比較考察の対象としている．また，桜井氏が当該論文において考察しているように，





























このヴィドゥヤー自身は Guhyasamājatantra に先行する Susiddhikaratantra において説かれてお
り，災厄消除 (śāntika)の儀礼に使用されると説かれている． Susiddhikaratantra (Chinese
Translation): 佛部之中。用佛眼號爲佛母。用此眞言爲扇底迦。佛母眞言曰「曩謨婆(去)伽嚩姤瑟
膩(二合)沙(去)也唵(一)嚕嚕娑普(二合)嚕(二)什嚩(二合)囉(三) 吒底瑟 (二合四)悉馱(去)路者寧(五)
薩囉嚩(引二合)囉他(二合)娑(引)馱寧(六)娑嚩(二合)訶」(Taisho vol. 18, 603c13 - 19). Giebel's
Translation: Within the Buddha Family use the Buddha-Mother, who is called Buddhalocanā
(Buddha-Eye): use her mantra for the śāntika [rite]. The mantra of the Buddha-Mother is: Namo
bhagavatosṇīṣāya, oṃ ru ru sphuru jvala tiṣṭha siddhalocani sarvārthasādhani svāhā. (Homage to the
Blessed One, to the Protuberance [on the crown of the Buddha's head]! Oṃ, roar! flash! blaze! abide!
O you with perfected vision! you who accomplish all objectives! svāhā! (Giebel 2001: 130.23 - 30) チ
ベット語訳における対応箇所ではマントラ自身は説かれておらず(Giebel 2001: 312, note 7)，異な







2 - 3. 死者の家が完全に人払いされたら(mṛtasadmani suvivikte)8，
ヨーガ行者 [＝葬儀の司祭者 ]は，あらゆる供養の品を備え
sngags chen mo can dang ni || gos dgar can ni gang yin pa || de yis *de (D; da P) yi mdun du bzlas || oṃ 
ru ru *sphu (D; sbu P) ru dzwa la ti ṣṭha si ddha lo tsa ni sa rba a rtha sā dha ni swā hā || (P f. 237v 1 - 2, 
D f. 175r4 - 5).
Vāgīśvarakīrti の Mṛtyuvañcanopadeśa にもこのマントラが説かれている．当該箇所によれば，
以前の業の力が起こってきてもこのマントラにより死を避けることができると説かれている．
Mṛtyuvañcanopadeśa 3.44 - 45: pūrvottaraśikhādūrvāpravālāyutahomataḥ | pūrvakarmaprabhāvo-
ttham api mṛtyuṃ nivārayet || oṃ ādau ruru tato 'taḥ sphurupadam ataḥ param | jvala tiṣṭha tathā 
siddhalocaneti padatrayam || sarvārthasādhanāni svāhā mantro 'śokadale 'male | pradattadakṣiṇācāryair 
likhitaś candanadravaiḥ || (SED p. 104).
上述の Guhyasamājatantra 14.1 - 2 を典拠とした「死者蘇生儀礼」が Vitapāda の著した
Siddhisaṃbhavanidhi に説かれていることが，桜井宗信氏により指摘されている(桜井 2009)．この
死者蘇生儀礼は災厄消除の儀礼(zhi ba'i las, *śāntikarma)に含まれており，さらにローチャナーを
主尊とする儀礼である．これは上述のマントラの機能と一致するものである．ただし，
Siddhisaṃbhavanidhi に説かれているローチャナーのマントラには以下に引用するように「死者が
蘇生せんことを」という句が追加されている(桜井 2009: 199 - 200)．Siddhisaṃbhavanidhi: oṃ ru ru 
sphu ru dzwa la ti ṣṭha si ddha lo tsa ni sa rba a rtha sā dha ni shi ba sos par gyur cig swā hā (P f. 46b5, 




の韻律が āryagīti であるならば，前半と同じ 12＋20 モーラのパターンが繰り返されるはずである
が，後半のそれは通常の āryā のもの (12＋15 モーラ )となっている．もし第 2 pāda の
mṛtasaṃjīvanīm が saṃjīvanīm という読みであるならば韻律上問題はなくなる．当該部分の読み
がもともとは saṃjīvanīm であり，意味を明確するために誤って後に mṛta が挿入された可能性は






されている(Antyeṣṭividhi, BED, vv.20 - 21, vol. 3, pp. 593, 595; KED vv. 1156 - 1157)．ヴェーダ儀礼で
は，Baudhāyanapitṛmedhasūtra が火葬前の遺体の処置の段階で，遺体が他の眼に触れないような
仕切られた空間に置かれることを規定している (辻 1977: 338). ただし現時点で筆者は
Baudhāyanapitṛmedhasūtra のサンスクリット語テキスト(W. Caland. ed. The Pitmedhasūtras of 
Baudhāyana, Hiraṇyakeśin, Gautama / edited with critical notes and index of words. Leipzig : F.A.
Brockhaus, 1896)にアクセスできていない．Guhyāpannapañjikāpiṇḍārthapradīpa は火葬を行う場
所を shin tu dben pa'i gnas (*suviviktadeśa)と規定している(桜井 2007: 164)．shi ba *sta (D; lta P)
gon la gnas pa'i ting nge 'dzin to zhes bya bas | ro sta gon la gnas pa bstan te | de yang de nas ro sta gon
















先の Guhyasamājatatnra 第 14 章の冒頭部分の引用からわかる通り，ローチャナーは災厄消除の
儀礼と関係している．たとえば Guhyasamājatantra 13.39 を見よ．śāntike locanākāram (MED p. 48, l.
7). Pradīpoddyotana ad Guhyasamājatantra 13.39a: śāntikeṣu jvarādyapaharaṇalakṣaṇe karmaṇi 
locanākāraṃ śuklavarṇaṃ śuddhasvabhāvaṃ vāruṇamaṇḍalaṃ dhyāyāt (p. 129, ll. 10 - 12). この災厄
消除の儀礼に使用される色は白である．上の Pradīpoddyotana の引用を見よ．また Pradīpoddyotana
は『釈タントラ (Vyākhyātantra) 』からの引用として以下を説く． Pradīpoddyotana ad
Guhyasamājatantra ch. 14: śāntike śuklavarṇam (MED p. 142, l. 10).【和訳】「災厄消除[の儀礼]にお
いては白[が用いられるべきである]．」
川崎一洋氏の報告によると，Ānandagarbha作 Sarvadurgatipariśodhanapretahomavidhi (Ota. 3459,
Toh. 2632)及び Sarvadurgatipariśodhanamarahomavidhikarmakrama (Toh. 2633)では，荼毘護摩に際
しての火炉が円形で白色であることが説かれ，この儀礼が śāntika に即して行われることが示さ
れている(川崎 2003: 7)．
葬儀において「白い」物を使用することは，Pāśupata の葬儀文献(Gārgya 著 Anteṣṭividhi)でも規
定されている．Anteṣṭividhi 16cd: śuklāny ādāya puṣpāni candanam sūtram eva ca | (Acharya 2010: 
143). Diwakar Acharya 氏は，Pāśupatasūtra が Pāśupāta 派の者に裸であるか衣一枚のみ(そしてそ
れは白であると考えられる)の着用を義務づけていること，同じオプションがジャイナ教徒によ
っても実践されていることから，この「白」を好む傾向が過去において多くの苦行者の集団によ
り共有されていたのではないかと考えている(Acharya 2010: 144, note 10)．筆者は Acharya 氏のこ






引用する『釈タントラ』で説かれている．Pradīpoddyotana ad Guhyasamājatantra ch. 14:




の報告によると Ānandagarbha 作 Sarvadurgatipariśodhanapretahomavidhi (Ota. 3459, Toh. 2632)及
び Sarvadurgatipariśodhanamarahomavidhikarmakrama (Toh. 2633)では，司祭が東を向いて儀礼を
行うことが説かれている(川崎 2003: 10)．両文献が説く火炉の色と形状を考慮するならば(註 10
を参照)，この両文献も葬送儀礼を śāntika と pauṣṭika の 2 つの性質を備えたものであると理解し
ていると考えて良いであろう．それに対して，Āryadeva ('Phags pa lha)に帰されている gSang ba
'dus pa'i ro bsreg gi cho ga (Ota. 2663, Toh. 1807)は，v.13ab で司祭が北向きで儀礼を行うことを説
いている．dbang bskur zin dang gnas su *gzhag (D; bzhag P) || bdag gis byang du kha bltas te || (P f.












ある． [自らの ]心臓にある月輪にある自らの [尊格 ]の種字
12




な 儀 礼 で あ る pratiṣṭhā で も 使 用 さ れ る ． 例 え ば ， Kriyāsaṃgrahapañjikā (Pratiṣṭhā):
miśritadadhidugdhaghṛtamadhukhaṇḍarūpaiḥ pañcāmṛtair ... (Tanemura 2004: 169.7 - 8).【和訳】「乳
酪・牛乳・凝乳・蜜・氷砂糖の混合物の形をとった五甘露で...」また乳製品等の色が白であるこ
とから，災厄消除(śāntika)の儀礼に適すると考えることもできるであろう．種村 2004: 334, 註 16
も参照のこと．
13
この部分は Tib.1 は˚ādigandaiḥ に相当する部分が訳されていない．rtsa nda na dkar po dang ni




その供養・礼拝のために使用される．Tanemura 2004: 220 - 221, note 19 を参照のこと．
15
第 2 - 4 偈に平行な表現がシヴァ教の vāmasrotas の聖典 Vīnāśikhatantra に見られる．
Vīnāśikhatantra v. 51: sragvī sitoṣṇīṣī caiva sarvālaṃkārabhūṣitaḥ | uccāsanasthaḥ prāgvaktraḥ 
kalpayet koṣamaṇḍale || (GED p. 67). Vīnāśikhatantra の当該詩節は葬儀と直接関係していない．
Vīnāśikhatantra vv. 51 - 58は prastāraという mantroddāraのためのダイアグラムの作成法を規定し
ているが，興味深い事実としては，当該部分のパラレルが Sarvabuddhasamāyogaḍākinījāla- 
saṃvaratantraの uttarottaratantra である Sarvakalpasamuccaya に見いだされることが苫米地等流氏
により指摘されている(Tomabechi 2007)．
16
すなわち，argha, pādya, ācamaṇa に対して唱えるマントラをさすと考えられる．複数形なのは，
唱える対象が argha, pādya, ācamana と複数であるからである．これらが具体的にどのようなマン
トラであるかは示されておらず，Guhyasamājatantra にも説かれていない．いくつかの文献を参
照するのであれば，これらのマントラは arghaṃ pratīccha svāhā, pādyaṃ pratīccha svāhā, 
ācamanaṃ pratīccha svāhā で終わるマントラであると考えられる．例えば，Saptākṣarasādhana of
Advayavajra (Sādhanamālā No.251): ṣoḍaśapūjādevīḥ saṃsphārya romakūpāgrasandhiṣu vidhivad 
arghyapādyādikaṃ dadyāt. oṃ heruka arghaṃ pratīccha svāhā. oṃ heruka pādyaṃ pratīccha svāhā. 




(arghādidānalakṣanavidhi): tṛtīyasyārghabhājanasya jalādikam añjalinā gṛhītvā oṃ āḥ hrīḥ 
pravarasatkāraṃ arghaṃ pratīccha hūṃ svāhā iti paṭhan *vajrāñjalivikāsena (em.; vajrāñjalivikāśena
MED) dadyāt trīn *vārāṃs (corr.; vārān MED) tṛtīye pratīcchake. pūrvakarmatraye tv arghaṃ hitvā 
pādyaṃ prokṣaṇam ācamanam iti paṭhet (MED §.2.2, vol. 1, p. 66, ll. 13 - 16). 【和訳】「第 3 の閼伽水
器の水などを両手で掬い取り，「オーン．アーッハ．フリーッヒ．最上のもてなしである閼伽水
























 oṃ āḥ vighnāntakṛt hūṃ (オーム．アーッハ．障害となる者を殺す者よ．フーム ) は
Amṛtakuṇḍalin のマントラと呼ばれるものである．オプションとして挙げられている「オーム．
遍く何某に敬礼して...(oṃ namaḥ samanta…)」で始まるマントラは，Guhyasamājatantra 14.11+に
ある Amṛtakuṇḍalin のマントラと考えてよい．種村 2013: 116 - 115, 註 7 を参照．
19
この第 6 偈から第 13 偈までが Guhyasamājatantra の諸註釈書が説く死者蘇生のヨーガに対応
する．
20
尊格を招き下ろす光線の形状は，Appendix に引用した Guhyasamājatantra の註釈文献と
Mṛtasugatiniyojana とで異なる点がある．Guhyasamājatantra の註釈文献は金剛鉤を放出すると規
定している．鉤型の光線は尊格等を引き下ろす時に用いる標準的な観想法である．
Mṛtasutatiniyojana の当該箇所の光線の形状が cakra となっているのは，これがローチャナーのシ
ンボル (cihna)であることと関係していると考えられる．例えば以下を参照．Pañcākāra of
Advayavajra: āgneyakoṇadale candramaṇḍalopari *śuklaloṃkārajā (SED; śuklalāṃkārajā TED)
śuklavarṇā locanā cakracihnā pṛthvīdhātusvarūpā tathāgatakulodbhavā moharaktā (SED p. 42, ll. 23 -
25; TED p. 213, ll. 8 - 10). また Bhattacahrya 1958: 54 - 55 を参照．
21
おそらくここは hṛdayabījāgrāt の corruption でるあると考えられる．ここでいう種字は，
Ratnavṛkṣa と Alaṃkāra の対応箇所を参照するならば，laṃ である．また先の註 20 に挙げた
Pañcākāra からの引用や，以下の Niṣpannayogāvalī や Asaṅga に帰された Prajñāpāramitāsādhana
(Sādhanamālā No. 159)からの引用を参照するならば，laṃ の他に loṃ, lāṃ という種字である可能
性もある．Niṣpannayogāvalī (Mañjuvajramaṇḍala): locanādidevīnāṃ *laṃ (LED; loṃ BED) maṃ paṃ 
taṃ jaḥ hūṃ vaṃ hoḥ khaṃ raṃ (LED p. 6, ll. 4 - 5; BED p. 4, l. 5). (LEDの critical appratus では lāṃ と
い う 異 読 も 報 告 さ れ て い る ． ); Prajñāpāramitāsādhana: vairocanaratnasaṃbhavamadhye 
*locanādevīṃ (em.; locanādevīḥ ed.) pūjayet. oṃ locanāyai loṃ svāhā. oṃ vajrapuṣpe *hūṃ (em.; 
huṃ ed.) svāhā (vol. 1, p. 322, ll. 8 - 10).
Tib.2 はこの詩節の後半を以下の様に訳している．snying ga'i sa bon gnyug ma de las ni || grub pa
yang ni yang dag spro bar bya || (P f. 30r1 - 2, D f. 32r2). gnyug ma は TSD において nityam, ādyam
の訳語として挙げられている．cakraghṛṇim は訳されていない．
当該箇所は種村 2013 で註記されているが(115, 註 8)，新たに情報を追加する次第である．
22
Mṛtasugatiniyojana は，この時点で死者の意識は単に paraloka にあると記述しているだけであ
る．Appendix に引用している Guhyasamājatantra 註釈文献中，Pañjikā と Kusumāñjali は，
Mṛtasugatiniyojana 同様，単に他世界としている．その他の，Vivaraṇa, Ratnavṛkṣa, Alaṃkāra,






も参照)．Siddhisaṃbhavanidhi も，中有もしくは[六趣の]胎内としている(桜井 2009: 200 - 201)．
Siddhisaṃbhavanidhi: de yis de nas *laṃ (D; lam P) 'phros pa'i || lcags kyu'i gzugs su phyung byas te ||
de yis shi ba'i rnam par shes || bar ma do na gnas pa'am || yang na skyes gnas chud kyang rung || dri
med mar ma'i tshul gnas pa'i || bkug ste ro yi snying ga ru || bcug nas dbyung sngags de la dgod || (P f.
46v5 - 7, D f. 40r1 - 2).
23
















の sādhana で見られる観想法において，行者は自らを二つの hoḥ の字で挟まれた tryakṣa (oṃ āḥ 
hūṃ)であると観想し，観想された尊格の口から中央の脈管を通って下降し，その男根から女尊の
女陰に入ると観想する．この観想法の背景にあるのは受精であり，その類似から Kriyā-
saṃgrahapañjikā の pratiṣṭhā の puṃsavana における観想法にも適用されている(Tanemura 2004:
265 - 267, 特に註 129)．一般的に二つの hoḥ に挟まれた tryakṣara は gandharvasattva であると見
なされており，いくつかの文献にはこの tryakṣara を挟む二つの hoḥ が赤色であると説かれてい
る ． Ḍākinīvajrapañjaratantra: gandharve tu samāviṣṭe drutāpattim anusmaret. Ḍākinīvajra- 
pañjaraṭippatiḥ ad loc. (glossing gandharve) raktahoḥkāradvayamadhyīkṛtākṣaratraye (f. 3v6). 
Advayavajra's Hevajrasādhana: de nas oṃ āḥ hūṃ gi yi ge gsum gyi rang bzhin hoḥ dmar po gnyis 
kyis mtshan pa mtha' ma brten pa ... (P f. 194v3, D f. 166v5 - 6). Yoginītantra における以上の観想法
に関しては Isaacson 2007: 298 - 299 を参照．Vivaraṇa および Ratnavṛkṣa ではローチャナーのヨー
ガを行った司祭が，ローチャナーのマントラ(おそらくは種字)と儀礼の対象となる死者の名前に
挟まれた三字マントラ(＝三真実 tritattva)を唱えることが説かれている．Vivaraṇa: rang gi sngags
dang bsgrub par bya ba'i ming dang spel zhing yi ge gsum gyi nang du chud par bzlas la
(*svamantrasādhyanāmavidarbhitatryakṣaramadhyagataṃ japtvā)「[ローチャナー]自らのマントラと
儀礼対象者[＝死者]の名前に挟まれ，三文字が中央にあるものを唱え」; Ratnavkṛksa: de'i snags
dang bsgrub bya'i ming spel ba de nyid gsum gyi bar du chud pa bzlas pas (*tadmantrasādhyanāma-
vidarbhitatritattvamadhyagataṃ japtvā)「その[＝ローチャナーの]マントラと儀礼対象者[＝死者]の
名前に挟まれ，三真実が中央にあるものを唱え」．
















こと，(3) gandharva がその場にいること，の 3 つを挙げている．Abhidharmakośabhāṣya ad
Abhidharmakośa 3.12c: trayāṇāṃ sthānānāṃ saṃmukhībhāvāt mātuḥ kukṣau garbhasyāvakrāntir 
bhavati: mātā kalyāpi bhavati ṛtumatī ca, mātāpitarau raktau bhavataḥ sanipatitau ca, gandharvaś ca 
pratyupasthito bhātīti (p. 121, ll. 22 - 25); Sphuṭārthā ad loc.: trayānāṃ sthānānām iti trāyāṇāṃ 
hetūnām. mātā kalyā mātā nīrogā. ṛtumatī rajasvalā. tad etad ubhayaṃ prathamaṃ sthānaṃ bhavati. 
raktau saṃnipatitāv iti maithunadharmaṃ kurvantau. idaṃ dvitīyaṃ sthānam. gandharvaś ca 
pratyupasthita iti tṛtīyam (p. 270, ll. 13 - 16). 死者の意識の引き寄せと死体への挿入に受精との類
比があるならば，意識の形容詞としての rakta には「赤い」の他にも「性的に興奮した」という




る．例えば，Yogācārabhūmi (Manobhūmi): tataś cyutikāle 'kuśalakarmakāriṇāṃ tāvad ūrdhvabhāgād 
vijñānam āśrayaṃ muñcati. ūrdhvabhāgo vāsya śītībhavati. sa punas tāvan muñcati yāvad 
dhṛdayapradeśam. sukṛtakāriṇāṃ punar adhobhāgād vijñānam āśrayaṃ muñcati. adhobhāgaś cāsya 
śītībhavati tāvad yāvad dhṛdayapradeśam. hṛdayadeśāc ca vijñānasya cyutir veditavyā. tataḥ kṛtsna 
evāśrayaḥ śītībhavati (p. 18, ll. 16 - 20). Mṛtasugatiniyojana においては jñāna が vijñāna と同義語で




れている．例えば Agrabodhi 著 Mañjuśrīnāmasaṃgītisādhanopāyikā に対する Smṛtijñānakīrti の註
釈 Mañjuśrīnāmasaṃgītiguhyāpannopāyikāvṛttijñānadīpa では，mūla の de nas a yi 'phros 'du bya (P f.
82r6, D f. 68r3)を以下の様に註釈し，死者の意識の引き寄せと死体への挿入を述べている．de nas
a yi 'phro 'du las || zhes pa ni bdag gi thugs kar a dkar po bsam | de las 'od zer 'phros pas 'gro drug gi
bag chags sbyangs | *tshe 'das pa'i (P; che las 'das pa'i D) shes pa bkug *la (D; nas P) | ro la bcug la |
de bzhin gshegs pa 'khor dang bcas pa la thim par bsam mo || (P f. 263v4 - 5, D f. 138v4 - 5). 【和訳】
「「次に a 字の拡散と収斂により」とは，[阿闍梨]自らの心臓に白い a 字を観想し，そこから光線
を放出し，六趣の潜在印象を取り払い，死者の意識を引き寄せ，死体に入れ，[死者が]眷属を伴




ガ(mahājālayoga)」に相当する．シヴァ教の大網のヨーガの方法は，例えば，Tantrāloka 21.25b - d
において規定されている．Jayaratha の註釈を参照するならば，このヨーガを修する阿闍梨は，鼻
孔から prāṇa を体外のあらゆる方向に放出し，光の束であらゆる adhvan を包み込み，対象とな
る個我を引き寄せることが説かれている．
26 Tib.1 は ro yi spyi bo nas ni (P f. 26r3, D f. 35r7)として，mṛtasya を śirasāにかけた訳し方をして
いる．
27
モーハラティ(Moharati)とはローチャナーの別名である．例えば Guhyasamājatantra ch.1 (MED p.
8, ll. 1 - 4) and Pradīpoddyotana ad loc. を見よ． Guhyasamājatantra ch.1: atha bhagavān



















svakāyavākcittavajrebhyo niścārayām āsa. moharati. 【和訳】「次に世尊は「一切如来の金剛の如き
執着」という精神集中に入り，一切如来の最上の女王を自らの金剛の如き身体・言語・心より放
出した．「モーハラティ」」 Pradīpoddyotana: sarvatathā[ga]to vairocanaḥ tadanurāgaṇavajrā locanā. 
yathārutam. moharatīti moho vairocanaḥ tasmin ratiḥ. neyārthaḥ. mohaviśuddhe ratir moharatiḥ. 





28 Appendix に引用した Guhyasamājatantra 註釈文献において「身体を空にする」という部分に対
応する部分は，Vivaraṇa, Ratnavṛkṣa, Pañjikā, Kusumāñjali が「光明で死体を見えなくする」，
Alaṃkāra が「死体を光明にする」と規定している(これは上述 4 文献と表現が異なるだけで，類
似の観想法であろう)．(Candraprabhā の説く「恐怖を見えなくする」がどのようなことを意味す







(Mañjuvajramaṇḍala): tasya pūrvasyāṃ diśi vairocanaḥ sitaḥ kṛṣṇaraktasavyetaramukhaḥ 
sitāṣṭāracakrāsimaṇikamaladharaḥ. ... āgneyyāṃ locanā vairocanasamā (BED p. 2, l. 24 - p. 3, l. 5; LED p.
4, ll. 7 - 17). 種村 2004: 333: 註 20 も参照のこと．
30




 jyotīrasakalaśagataiḥ という読みは意味と metre からの conjecture である．Tib.1 は shel gyi bum
pa'i tshogs kyis (P f. 26r6, D f. 35v2)とあり，jyotīrasakalaśa-を支持している．また Kusmāñjali の対
応箇所もこの灌頂のための瓶が水晶の瓶であるとしている．Vimalaprabhāは水晶の瓶は災厄消除
(śāntika)の儀礼に使用されると規定している．Vimalaprabhā ad Kālacakratantra 3.12: idānīṃ kalaśā 
ucyate. śāntike sphāṭikakalaśāḥ, puṣṭau raupyāḥ, māraṇe mānuṣakapālāḥ, uccāṭane vidveṣa āyasāḥ, 














13, ll. 3 - 5). 種村 2013: 115 - 114, 註 14 も参照のこと．
32
筆者は raśmipiṇḍāyamāna-を raśmipiṇḍa から作られた名詞起源動詞 raśmipiṇḍāyate の現在分詞
として解釈している．
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Guhyasamājatantra 13.80 - 83 とパラレルなものであろう．Guhyasamājatantra 13.80 - 83:
khadhātumadhyagataṃ cintec chāntimaṇḍalam uttamam | bimbaṃ vairocanaṃ dhyātvā hṛdaye 'tha 
pravinyaset || 80 || khadhātuṃ locanāgraiś ca paripūrṇaṃ vibhāvayet || 81 || saṃhṛtya raśmipiṇḍena 
ārambhasya nipātayet | romakūpāgravivare buddhameghān sphared vratī || 82 || abhiṣekaṃ tadā tasya 






なる者になる．」Guhyasamājatantra 13.82bの ārambhasya nipātayetの意味が今ひとつ不明である．
上記の訳文は Pradīpoddyotana を参照している．Pradīpoddyotana ad loc: āturasya śirasi pātayitvā
sarvakilbiṣāṇi ghātayet (p. 135, ll. 25 - 26). 
第 12 偈にある anu は「第 1 の灌頂に続いて」といった意味であろう．この用法が極めて特殊
であるため，Ācāryakriyāsamuccaya では tad anu という読みに「改訂」されたと推測できる．但
































「金剛の穴(vajrarandhra)」とはおそらく尿道のことであろう．Catuṣpīṭhanibandha ad Catuṣ- 
pīṭhatantra, Guhyapīṭha 3: pāṇeti vajrarandhram. 註 38 を参照．
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37 14 - 16abは，Tib.2では以下の様に散文で訳されている．de'i rje la sems mnyam par bzhag pas de'i
snying gar bkod pa'i shes pa rnam par gsal ba yang dag par bskul zhing rdo rje'i 'od zer rlung gis
phyung ba 'bar ba | 'od zer snying ga nas phyug bas reg pas dngul chu lta bur gyur bar bsam mo || (P f.














これらの体孔は navadvāra として説かれることが多い．navadvāra 自体は upaniṣad までさかの
ぼれる(Śvetāśvatara-upaniṣad III.18)．Mṛtasugatiniyojana の当該部分に見られる技法は，ヨーガの
力においてアートマン(あるいは仏教の場合は「意識」)を上方の体腔より出す utkrānti の技法の
応用である．仏教において utkrānti の権威となっている経典の一つに Catuṣpītatantra がある．
Catuṣpīṭhatantra が説く navadvāra は以下の通りである． Catuṣpīṭhatantra, Guhyapīṭha 3:
bindunābhasya *ūrdhvānāṃ (em. ūrddhānāṃ MS) cakṣunāsādi karṇayoḥ | *pānāpānasya (em.; 
āpānāpānasya MS) dvārasya *bhavadvāraṃ (em.; navadvāran MS) tu lakṣaṇam || nābhe 
kāmikasvargasya bindūnāṃ rūpadehinām | mūrdhni *ūrdhva(em.; ūrddha˚ MS)sthānasya gatyā tasyā
parītavataḥ || yakṣabhavanasya nāsāyāṃ karṇābhyāṃ siddhadevatā | cakṣur yadi gate jñānāṃ narānāṃ 
nṛpavartinam || bhavadvārasya pretānāṃ mūtre tiryakaṃs tatathā | aṣṭau narakagati jñānāṃ apāna 
vijñāna śīghrataḥ || (f. 68v(?)2 - 5); Catuṣpīṭhanibandha ad loc.: idānīm utkrāntim āha. binduśabdena
bhrūmadhyam. pāneti vajrarandhram. apānasyeti gudamārgaḥ. nābhe kāmikasvargasyeti 
nābhimārgeṇa yadi vijñānaṃ yāti tadā kāmadhātau devo bhavati. bhūmadhyarandreṇa yadā gacchati 
tadā rūpadhātau *jāyate (em.; jāmate MS). *ūrdhveti (em.; ūrddheti MS) kanakadvāreṇa yadā gacchati 
tadā maraṇād ūrdhvaṃ śīghram eva gater gatyntaraṃ viśiṣṭaṃ gacchati. bhavadvāraṃ mukham. 
apānamārgeṇa yadā yāti tadā śīghram evāṣṭau narakān gacchati. viśiṣṭena mārgeṇa viśiṣṭām eti (f. 








Buddhaśrījñāna の主著である Dvikramatattvabhāvanā (いわゆる『大口伝書』)に utkrānti につい
ての記述があり，navadvāra にも言及している．種村 2012b: 118 - 119, 註(8)を参照のこと．
仏教における navadvāra は Wayman 1973: 139 – 150 "The Nine Orifices of the Body"にまとめら
れている．
39
通常 yājaka は祭式を執行する司祭のこと．しかし，yājaka とはいわゆる「施主」(つまり死者
の親族)を意味していると考えられる．この場合 yajamāna は死者であるが，祭式の実行を依頼す
ることは不可能である．そこで代わりとなって謝礼を払い儀礼の執行を依頼する人が yājaka と表































密教の儀礼において儀礼補助者が大乗経典を唱える例については，Tanemura 2004: 235, note 50
を参照．
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42 Tib.1 は以下の様に第 24 偈の tatra を第 23 偈に組み入れて訳している．nye bar spyod pa lnga yi
mchod pa dang || bla re gos dang ba dan gdugs dang ni || 'khor mang ldan pas pha yi gnas su ni || dal
gyis khyer te *phyin (P; phyi D) nas de ru ni || (P f. 27r7, D f. 36v1 - 2).
Tib.2 は vv. 22 - 23 を一つの散文として訳している(ただし，最後の部分は韻律をもった訳にな
っている)．brdung dkrol sna tshogs pa'i sgra dang bkra shis kyi tshigs su bcad pa rnams dang | *rdo
rje (D; rdo rje'i P) glu la sogs pa'i dril bu dang 'khar rnga dang *ting ting shag (D; ting ting shag or
ting ting sha ka? P) dang | gling bu dang pi wang gi *sgra'i (D; sgra P) rje su 'brang bas nye bar spyod
pa lnga mchod pa dang | ba dan dang *gos nam mkhar ldang ba (D; gsan mkhar ldang ba? P) dang |
kun *tu (P; du D) bgo ba mang ldan pa | dal gyis pha yi gnas thob bya || (P f. 31r6 - 8, D f. 33r2 - 3).
gos nam mkhar ldang ba (「空に広げられる布」の意味)は vitāna に相当するが，ātapatra は訳され
ていない．
43 Tib.1 の第 24 偈は以下の様に citām と uparatam が訳されていない．'o ma can gyi shing ni skam
po yis || legs par rnam par *spras (D; bkris P) te brtsig par bya || de yi steng du de ni bzhag nas su ||
bum pa'i chu yis bsang bar bya ba yin || (P f. 27r7 - 8, D f. 34v2).
Tib.2 は kalaśavāriṇā を bum pa 'dzin pas と訳している．これは明らかに kalaśadhāriṇā と読み間
違えたか，あるいは写本にそのような corruption があった結果であろう．結果として bum pa 'dzin
pas bkru bar bya (P f. 31r8, D f. 33r4)「瓶を持つ者に[水を]灌がせるべきである」と訳している．
44 Tib.1 は第 25 偈の前半を以下の様に訳している．de nas sbyin sreg me yis ni || yongs su sbyang bar
bya ba *ste (D; sde P) || (P ff. 27r8 – v1, D f. 36v3). 【和訳】「次にホーマの火により浄化するべき
である」Tib.1 は当該部分のサンスクリット語を pariśodhayet と読んだ可能性がある．

























第 27 偈の読みに関する emendation については種村 2013: 112 - 111, 註 31 を参照．種村 2013
の当該註に記していないが，Tib.1 は以下の様に訳しており，gavyaiḥ を pañcagavyaiḥ と読んでい
る以外は，emendation を支持している．de yang lho'i char khru gang *ba'i (P; pa'i D) stegs bu gru
bzhi pa byas te | ba lang gi lci ba sa la ma lhung bas byugs te ba'i rnam lngas kyang kun du bsang bar
bya'o || (P f. 27v4 - 5, D f. 36v5 - 6).
ここでの vedī，すなわち maṇḍalaka を作る場所は， emendation 前の写本の読みでは
rajomaṇḍalasya dakṣiṇabhāge と規定されている．しかしながら，rajomaṇḍala の作成は先立つ箇所
では規定されていない．Agrabodhi 著の Mañjuśrīmaṇḍalavidhiguṇasaṃbhava の規定する葬送儀礼
では，マンダラの南側に pañcagavya により maṇḍala を作成することが規定されている．但し，
この規定は火葬後のものではなく，火葬前の遺体に灌頂を授ける際の規定である．dkyil 'khor gyi
lho phyogs su ba'i rnam lngas maṇḍala byas la de'i steng du ro bzhag ste | slob ma dkyil 'khor du gzhug 
pa'i tshul du ro de dkyil 'khor du gzhag par bya'o || gsol ba gdab pa dang | bsod nams kyi tshogs bsags
pa dang | ye shes dbab pa dang | dkyil 'khor du me tog dor te | gdong g-yogs *dkrol (D; dkrol P) ba
dang | dkyil 'khor du bcug la lha ngo bstan pa dang | rig pa'i dbang dang gsang ba'i dbang bskur ba la
sogs pa ste dbang rnams rdzogs par bskur bar bya'o || (P ff. 121v7 – 122r1, D ff. 103r1 - 2). 桜井 2007:
162 および 176, 註 12 参照．
48 Tib.2 は第 28 偈を以下の様に散文で訳している．der nye bar byugs nas dkyil 'khor byugs pa'i dri
ma me tog la gnas par bya'o || de'i steng du bum pa mtshan nyid dang ldan pa dgod de | (P f. 31v4 - 5, D
f. 33r7 - 33v1). Tib.2 がこの詩節の前半部をどのように解釈したのか不明である．
49
この詩節の emendation に関しては種村 2013: 111, 註 32 を参照．また密教儀礼に使用する瓶と
その内容物に関しては桜井 1996: 付篇 III, 特に pp. 592 - 594 註(10)を参照．Tib.1 の第 1, 2 pāda
は以下の様に pallava が瓶の中に入れられる品のように訳されている．sman dang yal ga nor bu dri
bzang dang || 'bru rnam lnga dang yang dag ldan par ni || (P f. 27v6, D f. 36v6 - 7). Tib.2 は以下の様に
この詩節を散文で訳している．sman dang yal ga dang nor bu dang dri dang | 'bru lnga dang yang dag






















f. 33v1). Tib.2 でも pallava が瓶の内容物のように訳されている．Tib.1 および Tib.2「5 (lnga)」の
位置を見る限り，Mṛtasugatiniyojana の 2 写本に見られる kṛtapallava-という読みを支持する可能
性は低いと考えられる．
50 Tib.1 では pañcopahārasahitam の upahāra のみ，v.29 の第 4 pāda の中に訳されている．Tib.1 29d
- 30a: gdugs dang ba dan btsugs te *nyer sbyod ni (D; nye sbyod ni P) || lnga dang bcas pas dri bzang
gis bdugs shing || (P f. 27v6 - 7, D f. 36v7).







第 30 偈のテキスト上の問題と emendation については種村 2013: 111, 註 33 を参照．
54 Tib.1 は rtsa ba yi sa bon gyis (P f. 27v7, D f. 37r1)で mūlabījena と読んでいる．この読みは
Ācāryakriyāsamuccaya の読みと一致する．Tib.2 は rtsa ba'i sa bon gyi sngags と訳している．註 55
を参照．
55 Tib.2は第 30 - 31偈を以下の様に散文に訳している．nye bar skyod pa lnga dang bcas pa | legs par
sdug pa | 'bab stegs kyi chu dang ldan pa | ku sha 'khyil pa byas pa'i gdan la gnas pa | rigs kyi bdag po'i
rtags kyis mtshan pa | rgya chen po lhag par gnas par byas | yi ge gsum dang ldan pa'i rtsa ba'i sa bon
gyi sngags lan brgya rtsa brgyad kyis bkru'o || (P f. 31v7 - 8, D f. 33v1 - 2). adhivāsayet の前後で文を
分け，kṣālanamantreṇa の kṣālana-を第 31 偈の tatas tam 以降の部分の動詞のように訳している．
(サンスクリット語写本は両者とも adhivāsayet の前ではなく，後に daṇḍa が挿入されている．)
実際には，第 29 - 30 偈は，第 28 偈の lakṣaṇopetam の具体的な内容を記述しており，第 31 偈で
は，マントラを唱えてそのような特徴を備えた瓶を準備せよ，ということを述べている．legs par
sdug pa「とても美しくされた」または「とても悲嘆した」は legs par bdug pa「良く薫じられた」
の誤記であろうか．
56 Tib.1 はこの文を 6 pāda からなる韻文で訳している．de nas mdun du rdul tshon dkar po yis || lte
bar bcas shing mu khyud 'od dang bcas || 'khor lo rtsibs brgyad bris nas me tog ni || dkar pos mdzes par
rnam par spras nas ni || de yi dbus gzhag snod ni stong ba yi || steng du bug pa dang bcas kham skyong




















文脈から判断して，第 33 偈に述べられていることが pratyaṅgirā の具体的な内容であると思わ
れる．すなわち，マントラを唱えながら死者の骨などに白芥子を投げつけることによって，罪や
傷 害 が 死 者 に 悪 し き 効 果 を 及 ぼ す こ と を 避 け る こ と で あ る と 考 え ら れ る ． Cf.
Mañjuśriyamūlakalpa (Mañjuśrīmūlakalpa), chapter 55: nityajāpena pratyaṅgirā. padmasūtrādinā 
aṣṭasahasrābhimantritena yasya haste badhnāti tasya rakṣā kṛtā bhavati (vol. 3, p. 682, ll. 11 - 13). 
58 Tib.2 は第 32 偈を以下の様に散文で訳している．de'i rjes la kham phor der de'i rus pa ma lus pa
bzhag go || tin nge 'dzin gsum bsgoms pas phyir bzlog kyang bya'o || (P f. 32r1 - 2, D f. 33v3 - 4).
pratyaṅgirām に相当する部分がない．
59 Tib.1 及び Tib.2 は(1) - (15)のマントラを以下の様に読んでいる．Tib.1: (1) oṃ sa rba pā paṃ da 
ha na ba dzra hūṃ phaṭ | (2) oṃ sa rba pā paṃ bi sho dha na hūṃ phaṭ | (3) oṃ sa rba ka rma *ā ba ra 
ṇi (D; a pa ra ṇi P) bha smiṃ ku ru hūṃ phaṭ | (4) [Not existant] (5) oṃ bhruṃ bi sho dha ya *ā ba ra 
ṇā ṇi (D; a ba ra ṇī ni P) hūṃ phaṭ | (6) oṃ dzwa la dzwa la dha ka dha ka ha na ha na *ā ba ra ṇā ni 
(D; a [ba ra] ṇā ni P) hūṃ phaṭ | (7) oṃ sruṃ sa ra sa ra *ā ba ra ṇā ni (D; ā pa ra ṇā ni P) hūṃ phaṭ | 
(8) oṃ hūṃ *ha ra ha ra (D; ha ha ra ha ra P) sa rba *ā ba ra ṇā ni (D; a ba ra ṇā ni P) hūṃ phaṭ | (9) 
oṃ hūṃ phaṭ sa rba *ā ba ra ṇā ni (D; a ba ra ṇā ni P) spho ṭa ya hūṃ phaṭ | (10) oṃ bhṛ ta bhṛ ta sa 
rba *ā ba ra ṇā ni (D; a pa ra ṇā ni P) hūṃ phaṭ | (11) oṃ *trā ṭa trā ṭa (D; tra ṭa tra ṭa P) sa rba *ā ba
ra ṇā ni (D; a pa ra ṇā ni P) *hūṃ phaṭ (D; traṃ hūṃ phaṭ P) | (12) oṃ *tstshi nda tstshi nda (D; tshi
ndha tshi ndha P) sa rba *ā ba ra ṇā ni (D; a pa ra ṇā ni P) hūṃ phaṭ | (13) oṃ da ha da ha sa rba na ra 
ga ti *he tuṃ (D; he tu P) hūṃ phaṭ | (14) oṃ pa tsa pa tsa sa rba pre ta ga ti he tuṃ hūṃ phaṭ | (15) oṃ 
ma tha ma tha sa rba *tī ryak ga ti (D; ti rya ga ti P) he tuṃ hūṃ phaṭ | (P f. 28r3 - 6, D f. 37r4 - 37v6); 
Tib.2: (1) oṃ sa rba *pā pa (P; pā paṃ D) *da ha na (D; da ha naṃ P) ba dzra hūṃ phaṭ | (2) oṃ sa rba 
*pā pa (P; pā paṃ D) bi sho dha na hūṃ phaṭ | (3) oṃ sa rba *ka rma ā bar a ṇā ni (P; ka rmā a ba ra
ṇā ni D) bha smi ku ru hūṃ phaṭ | (4) oṃ *bhrūṃ (D; bhrū P) bhrūṃ bi nā shā ya ā ba ra ṇā ni dzaṃ 
hūṃ phaṭ | (5) oṃ bhrūṃ bi sho dha ya ā ba ra ṇā ni hūṃ phaṭ | oṃ sa rba ka rma *ā ba ra ṇā ni (D; ā
ba rā ṇā ni P) hūṃ phaṭ | (6) oṃ dzwa la dzwa la dha ka dha ka ha na ha na *ā ba ra ṇā ni (D; ā pa ra
ṇā ni P) hūṃ phaṭ | (7) oṃ sruṃ sa ra sa ra pra sa ra pra sa ra ā ba ra ṇā ni hūṃ phaṭ | (8) oṃ hūṃ ha ra 
ha ra sa rba ā ba ra ṇā ni hūṃ phaṭ | (9) oṃ hūṃ sa rba ā ba ra ṇā ni spho ṭa ya hūṃ phaṭ | (10) oṃ bhṛ 
ta bhṛ ta sa rba ā ba ra ṇā ni hūṃ phaṭ | (11) oṃ trā ṭa trā ṭa sa rba ā ba ra ṇā ni hūṃ phaṭ | (12) oṃ 
*tshi nda tshi nda (P; tstshi nda tstshi nda D) | sa rba ā ba ra ṇā ni hūṃ phaṭ | (13) oṃ da ha da ha sa 
rba na ra ka ga ti he tuṃ hūṃ phaṭ | (14) oṃ *pa ca pa ca (P; pa tsa pa tsa D) sa rba pre ta ka ti he tuṃ 





























60 Tib.1 は ces bya ba ni rus pa la sogs pa la brdeg pa'i sngags so (P f. 28r6 - 7, D f. 37v6)とあり，
Ācāryakriyāsamuccayaの ity asthyāditāḍanamantraḥの読みに一致する．Tib.2は*ces (D; zhes P) pa ni
rus pa la sogs pa la me tog brdeg pa'i sngags so (P f. 32r7, D f. 33v7)とあり，me tog が加わっている．
種村 2013: 100, 註 37 も参照のこと．
61 Tib.1は以下の様に訳している．de nas lhag gnas byas pa'i bum pa'i chus de'i rus pa la sogs pa brjod













所に説かれている．oṃ *śodhane śodhane (SED; śodhani śodhani TED) sarvapāpaviśodhani śuddhe
viśuddhe sarvakarmāvaraṇaviśuddhe svāhā. asyā vidyāyā bhāṣaṇāntaram eva sarvasattvānāṃ 
*durgatir vinipātitā (SED; durgativinipātitā TED), sarvanarakatiryakpretagatiḥ *śodhitā (SED; śāntā TED),
tīvraduḥkhāni praśāntāni, bahavaś ca jātāḥ *sukhamukhībhūtāḥ (TED; sukhīmukhībhūtāḥ SED) (SED p.
126, ll. 12 - 16, 高橋 1985a: 952.2 - 6).【和訳】「オーム．除去する者よ，除去する者よ．すべての
罪を除去する者よ．[障害が]除去された者よ．スヴァーハー．この明呪が唱えられるや否や，す
べての衆生の悪しき存在領域が破壊され，すべての地獄・畜生・餓鬼という存在領域が除去され，
激烈な苦が取り払われ，多くの者たちが楽を実現することになる．」 punar aparaṃ devendra 
saṃkṣepataḥ smaraṇamātreṇāpy alpapuṇyasattvānāṃ sarvadurgatiśāntikaraṇāyānāyāsato 
vimokṣakaram idam bhavati. oṃ namo bhagavate sarvadurgatipariśodhanarājāya tathāgatāyārhate 
samyaksaṃbuddhāya tadyathā oṃ *śodhane śodhane (SED; śodhani 2 TED) sarvapāpāviśodhani śuddhe








外にも類似の vidyā が説かれている．oṃ namaḥ sarvadurgatipariśodhanarājāya tathāgatāyārhate 
samyaksaṃbuddhāya tadyathā oṃ śodhane śodhane *sarvapāpāviśodhane (TED; sarvapāpaśodhani
SED) śuddhe viśuddhe sarvakarmāvaraṇaviśuddhe svāhā (SED p. 148, ll. 24 - 27; 高橋 1984b: 461.7 -
10); oṃ namaḥ sarvadurgatipariśodhanarājāya tathāgatāyārhate samyaksaṃbuddhāya tadyathā oṃ 
śodhane śodhane sarvapāpaviśodhane śuddhe viśuddhe sarvakarmāvaraṇaviśuddhe svāhā (SED p. 156,
ll. 30 - 33; 高橋 1984b: 437.9 - 12); oṃ namaḥ sarvadurgatipariśodhanarājāya tathāgatāyārhate 
samyaksaṃbuddhāya tadyathā oṃ śodhane śodhane *sarvapāpaviśodhane śuddhe viśuddhe (SED; n.e.
TED) sarvakarmāvaraṇaviśuddhane svāhā (SED p. 162, ll. 21 - 24; 高橋 1985b: 213.4 - 6); oṃ namaḥ 
sarvadurgatipariśodhanarājāya tathāgatāyārhate samyaksaṃbuddhāya tadyathā oṃ śodhane śodhane 
sarvapāpaviśodhane śuddhe viśuddhe sarvakarmāvaraṇaviśuddhe svāhā (SED p. 172, ll. 2 - 5; 高橋
1986: 117.2 - 5). またこの vidyā に関してはギーブル 1993: 152ff.も参照されたい．
Tib.1 と Tib.2 はこのマントラをそれぞれ以下の様に読んでいる．Tib.1: oṃ na mo bha ga ba te sa 
rba du rga ti (D; pa ri sho dha ne P) rā dzā ya | *ta thā ga tā ya (D; ta thā ga ta ya P) a rha te saṃ mya 
ksaṃ bu ddhā ya | ta dya thā | oṃ sho dha ne sho dha ne sa rba pā paṃ bi sho dha ne shu ddhe bi shu 
ddhe sa rba ka rma *ā ba ra ṇa (D; a ba ra na P) bi sho dha ni swā hā | (P f. 28r7 - 8, D f .37r6 - 7);
Tib.2: oṃ na mo bha ga ba te sa rba du rga ti *pa ri sho dha na (P; pa ri sho dha ni D) *rā dzā ya (D; ra
dza ya P) ta thā ga tā ya a rha te | sa mya ksaṃ bu ddhā ya | ta dya thā | oṃ sho dha ne sho dha ne | sa 
rba pā pa (P; sa rba pā paṃ D) bi sho dha ne | shu ddhe bi shu ddhe | sa rba *ka rma (D; n.e. P) *ā ba


















に [行為を ]促す言葉 66をつけるべきである (tatra mantrapadeṣu codanapadaṃ 
63
このマントラは，若干異なる点があるが，Sarvadurgatipariśodhanatantra に説かれるものである．
atha khalu bhagavān punar api sarvāvaraṇavimalaviśuddhivajraṃ nāma samādhiṃ samāpadyemāṃ 
sarvatathāgatāśeṣāvaraṇavināśanīṃ nāma hṛdayadhāraṇīṃ svahṛdayād niścacāra. oṃ ratne ratne 
mahāratne ratnasaṃbhave ratnakiraṇe ratnamālāviśuddhe śodhaya sarvapāpaṃ *hūṃ (em.; huṃ SED)





Tib.1 と Tib.2 はこのマントラを以下の様に読んでいる．Tib.1: oṃ ra tne ra tne ratna saṃ bha be 
*ra tna ki ra ṇe (D; ra tna ki ra ne P) *ra tna mā li (D; ra tna mā la P) *bi shu ddhe shodha ya (D; bi
shu ddha shu ddha ya P) | sa rba pā paṃ hūṃ phaṭ | (P f. 28v1, D f. 37r7 - 37v1); Tib.2: oṃ ra tne ra tne 
ra tna sa mbha be | ra tna ki ra ṇe | ra tna mā la bi shu ddhe | sho dha ya | sa rba pā paṃ hūṃ phaṭ | (P f. 
32v2, D f. 34r2).




Tib.1: oṃ pa dme pa dme mahā pa dme *pa dma saṃ bha be (D; pa dme saṃ bha be P) su kha ba ti ga
tstshaṃ tu swā hā | (P f. 28v2, D f. 37v1); Tib.2: oṃ pa dme pa dme pa dmo dbha be su khā ba tyaṃ 
*ga tstsha tu (P; ga tstshaṃ tu D) swā hā | (P f. 32v3, D f. 34r2).
66
この codanapada とは具体的には上記マントラ中の gacchatu という動詞の命令形を指すと考え
られる．Cf. Guhyasamājatantra 15.80: śatroḥ pratikṛtiṃ kṛtvā nadīsrotobhayor api | tilamātram api 
sarvāṅgaṃ kaṇṭakair viṣasaṃbhavaiḥ | pūrayec codanapadair dhruvaṃ buddho 'pi naśyati || (MED p.
77); Pradīpoddyotana ad loc.: śatror ityādi. nadīsrota iti paścimasamudragāminī nadī tasya
ubhayataṭamṛttikāṃ saṃgṛhya śatrupratikṛtiṃ kṛtvā śṛṅgīviṣādikair madanakaṇṭakaiḥ 
saṃkocādiviṣasarpakaṇṭakair vā tilabījamātram antarīkṛtya pratidehaṃ pūrayan nikhanen amukaṃ 




























67 Tib.1およびTib.2ともに sngags kyi tshig de dang de la (Tib1: P f. 28v2, D f. 37v2; Tib.2: P f. 32v3,
D f. 34r3)とあり，Ācāryakriyāsamuccaya の tatra tatra mantrapadeṣu の読みを支持している．種村
2013: 110, 註 41 も参照のこと．
68 Tib.1 は第 34 偈を以下の様に散文で訳している．lam sbyang ba'i sngags kyis me tog gi char dbab
par bya'o || mnyam par gzhag par bya'o || bkra shis kyi tshigs su bcad pa len nam len du gzhug par
bya'o || (P f. 28v3, D f. 33v2). Tib.1 が geyān maṅalagāthāś ca gāpayed vā をどのように解釈したのか
不明である．Tib.2 は第 34 偈を散文と韻文の折衷で訳している．lam sbyang ba'i sngags kyis me tog
gi char dbab par bya'o || glu mkhan bkra shis tshigs bcad ni || mnyam par bzhag pas glur blang bya || (P
f. 32v3 - 4, D f. 34r3). 詩節の後半を「歌い手は尊格と合一して吉祥な頌を唱えるべきである」と
訳している．
69 Tib.1 は第 35 偈を以下の様に散文で訳している．de ltar nyin re bzhin du thun gsum mam gcig tu
bya'o || de bzhin du yang dag par mchod de | ji ltar bstan pa'i cho ga thams cad bsdu bar bya'o || (P f.
28v3 - 4, D f. 37v2 - 3).
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これはおそらく光明(prabhāsvara)の状態にあることを言っているのであろう．
71 Tib.1 は第 4 pāda を bkras shis de yis khyed rnams la ni dbang mchog bskur (P f. 28v5, D f. 37v4)
と訳しており，「最上の灌頂において汝たちにあるように」と二人称を複数形に解釈している．
以下の二つの吉祥讃においても同様である．Tib.2 は第 3, 第 4 pāda をそれぞれ以下の様に訳して
いる．shes rab yan lag la 'khyud bde mdzes pa'i bdag nyid can (P f. 32v6, D f. 34r5). 【和訳】「智慧
の身体の抱擁[による]安楽の輝きを本質とする」．de yis khyod la dbang bskur mchog gi bkra shis
'byung bar shog || (P f. 32v6 - 7; D f. 34r5).【和訳】「その[仏]により，汝に最上の灌頂の吉祥が生じ
るように」．この第 4 pāda の訳は，他 2 つの吉祥偈にも共通している．
72 Tib.1 のデルゲ版および北京版の第 2, 3 pāda はそれぞれ以下の様に読んでいる．D1: de yis bstan
























P2: de yis bstan pa'i dam chos bla na med bdag med || 'jig rten gsum *la (em.; las P) rab tu grags pa yi
(f. 28v6)とある．北京版では med pa の pa から bdag med の b-まで eyeskip が起こったと考えられ
る．
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尊格 の送り出しの 偈頌の初 出はおそらく Sarvatathāgatatattvasaṃgraha であろう．
Sarvatathāgatatattvasaṃgraha: oṃ, kṛto vaḥ sarvasattvārthaḥ siddhir dattā yathānugā | gacchadhvaṃ 
buddhaviṣayaṃ *punarāgamanāya (em.; punar āgamanāya HED) tu || vajrasattva muḥ (HED §.317). こ
の偈頌は幾つかの variant (と corruption)を伴って，様々なテキストに伝承されている．E.g.
Muktāvalī ad Hevajratantra 1.8.24: oṃ, kṛto vaḥ sarvasattvārthaḥ siddhir dattā yathānugā | 
gacchadhvaṃ buddhaviṣayaṃ punarāgamanāya tu || oṃ mur iti (MS N f. 55r4 - 5; MS T folio missing; 
SED p. 86, ll. 19 - 21); Kriyāsaṃgrahapañjikā (devatāyoga): oṃ, kṛto vaḥ sarvasattvārthaḥ *siddhir 
dattā yathānugā (em.; siddhin datvā yathānurāgāḥ IED) | gacchadhvaṃ buddhaviṣayaṃ 
punarāgamanāya tu || oṃ vajrasattva muḥ. oṃ vajra muḥ (Inui 1994: 92.16 - 19); 
Siddhaikavīrasādhana: kṛto vaḥ sarvasattvārthaḥ siddhir dattā yathānugā | gacchadhvam 
buddhaviṣayaṃ punarāgamanāya muḥ || (vol.1, p. 138, ll. 20 - 21). 
Tib.2 はこの詩節を以下の様に訳している．oṃ (|) khyed kyis sems can don kun mdzad || rjes su 
mthun pa'i dngos grub stsol || slar yang 'byon par mdzad slad du || sangs rgyas yul du gshegs su gsol ||
muḥ zhes pa'o || (P f. 33r2 - 3, D f. 34r7 - 34v1). muḥ が詩節の外に訳されている．
74 Tib.1 は'byor pa yod na (P f. 29r2, D f. 37v7)「もし財力があるならば」と意訳している．'byor pa
を sbyor ba と読み替えるならばサンスクリットと一致する．おなじく Tib.2 は’byor *ba (D; pa P)
ci yod pas (P f. 33r4, D f. 34v1)とあるが，これも'byor を sbyor に読み替えればサンスクリットと一
致する．
75 Tib.2 は相続人(dāyāda)を sbyin bdag「施主」(P f. 33r4, D f. 34v2)と訳している．























44. あ る い は 大 き な 山 の ひ と き わ 高 い (uccatarāṃ) 頂 に
(śikharakoṭim) 登 り ， 巻 き 上 げ る 風 の 流 れ に よ り
(parivātimarudvegāt83)，その[風の]吹くままに(tadanukūlena)それ
77 Tib.2 はこの詩節を以下の様に訳している．ro la dmigs nas gnyen rnams kyis || slob dpon la ni




79 Tib.2 はこの詩節を以下の様に訳している．nyi ma bdun nas rab bshad pa'i || de yis ci 'dod nor
dbul bya || de la byin pas nges par ni || bde ba can du mchod par 'gyur || (P f. 33r6, D f. 34v3 - 4).【和訳】
「7 日から語られた，彼によって望まれたどのような財も与えられるべきである．彼に対する布
施により，必ず天界で供養される」
80 Tib.2 はこの詩節を以下の様に訳している．gang phyir bsam gtan bya ba kun || cho gas lus ni
*steng (P; stong D) byas nas || sdig pa ma lus spangs nas ni || bde ba can du nges par gnas || (P f. 33r7, D
f. 34v4). 訳語に bsan gtan (*dhyāna)が含まれている理由が不明である．
81 Tib.1 は zhib mor rdo la btags nas ni (P f. 29vr5, D f. 38r3)「細かく石にして(?)」と訳している．
82 Tib.2 はこの詩節を以下の様に訳している．de rjes de yi rus pa rnam dag pa || phye ma shin tu
*zhib par (P; zhib bar D) byas nas ni || mchod pas yang dag mchod nas 'bab chu ni || shin tu rgya cher
rab tu dor bar bya || (P f. 33r7 - 8, D f. 34v4 - 5). śilayāが訳されておらず，pravāhayet を「投げ入れ
るべきである(rab tu dor bar bya, *prakṣipet)と訳している．
83
この複合語は parivartimarudvegātと emendすべきであろうか？Tib.2にある yongs su rgyu ba (P






















この Appendix では，Mṛtasugatiniyojana の死者蘇生儀礼の典拠となっている
84 Tib.1 は shin tu shugs dag mthun pa yi || rlung la de ni *bskur (D1; bkur P1) bar bya || (P f. 29r6, D f.
38r3)「吹き荒れる風にそれをのせるべきである(?)」と訳してある．
85 Tib.2 はこの詩節を以下の様に訳している．dpal ldan bzang po'i zhabs kyi *padma (P2; padmo
D1) las || thob pa'i man ngag shin tu 'dod pa ni || dpal ldan gsang ba 'dus pa las byung ba || shin tu yid
'ong cho ga byas pa ni || (P f. 33v2 - 3, D f. 34v6 - 7). 第 2 pāda の anyteṣṭeḥ，第 3 pāda の antyeṣṭi-
をそれぞれ atīṣṭeḥ, atīṣṭi-と読んだようである．また，mahopadeśam の mahā-は訳されておらず，
śrīguhyasamājanītyāは意訳されている．
86 Tib.1 は ma bstan (P f. 29r8, D f. 38r5)「説かれていない」と意訳している．
87 Tib.2 は奥書を以下の様に訳している．shi ba bde 'gror sbyar ba'i cho ga shin tu 'dod pa mchog tu
gyur pa zhes bya ba'i ming can dpal ston nyid ting nge 'dzin rdo rje'i zhabs kyis mdzad pa rdzogs so ||
(P f. 33v4, D f. 34v7 - 35r1). -abhidhānam を-vidhānam と読み，antyeṣṭeḥ を atīṣṭeḥ と読んでいると
考えられる(註 85 も参照)．mchog tu gyur pa というサンスクリット語写本には見られない尊称を
著者に付している．
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Guhyasamājatantra 14.1-2 のテキストとチベット大蔵経中 Jñānapāda 流に配される
Guhyasamājatantra 註釈の当該箇所への註釈部分を提示する．また，死者蘇生儀礼
の手順を明確にするために，本論文の「はじめに」で提示した死者蘇生儀礼のアウ
トライン(1) - (5)の各段階に相当する部分を(1) - (5)で示している．
1. Guhyasamājatantra 14.1-2
oṃ ru ru sphuru jvala tiṣṭha siddhalocane sarvārthasādhani svāhā. athāsyāṃ 
gītamātrāyāṃ sarvasampanmanīṣiṇaḥ | tuṣṭā harṣaṃ samāpede buddhavajram 
anusmaran || 1 || buddhānāṃ śāntijananī sarvakarmaprasādhanī | mṛtasañjīvanī proktā
vajrasamayacodanī || 2 || (MED p. 60, ll. 4 - 9)
2. Vivaraṇa (P f. 230r4 - 8, D ff. 200r7 - 200v3)
shi ba sos par byed pa (mṛtasaṃjīvanī) (14.2c) zhes bya ba ni (1) spyan gyi sbyor ba 
cho ga bzhin du byas la rang gi sngags dang bsgrub par bya ba'i ming dang spel zhing
yi ge gsum gyi nang du chud par bzlas la | shi ba snga ma bzhin du rang gi *snying gar
(D; snying khar P) bzhag nas (2) rang gi *snying ga (D; snying kha P) nas grub pa'i rdo
rje'i lcags kyu phyung la des shi ba de'i rnam par shes pa srid pa bar ma do'i bdag nyid
can nam skye gnas su chud pa | dri ma med pa'i mar me mi g-yo ba lta bur bkug nas
snying gi dbus der bcug la | (3) mo ha ra ti zhes bya ba'i sngags bkod nas | sngags kyi
*'od zer (P; 'od zed D) rnams kyis lus de mi snang bar byas la (4) bsgrub par bya ba de'i
ming gi yi ge dang po las bskyed pa spyan lta bur yongs su gyur par bsams la | phung po
la sogs pa gang bar byas te | de'i lus la phreng ba'i sngags 'dis phyi dang nang du bar
mtshams med par khyab par gyur par bsgom mo || (5)88 de nas sngags las snga ma
bzhin du spros pa'i 'od zer gyi gong bu dbab pa la sogs pa byas par gyur pas shi ba 'tsho
bar byed pa yin no ||
3. Ratnavṛkṣa (P ff. 86v8 - 87r5, D ff. 76r - 76v2)
shi ba sos par byed pa gsungs (mṛtasaṃjīvanī proktā) || zhes pa ni (1) cho ga ji lta ba 
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Vivaraṇa では特に灌頂に言及していないが，他の註釈書及び Mṛtasugatiniyojana の記述から，
この段階が(5)に相当すると考えられる．
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bzhin du sbyor ba byas la | ye shes lha mo'i thugs kar zla ba'i *steng du (D; steng P) shi
ba'i ro bzhag la | (2) *de'i (D; de P) sngags dang bsgrub bya'i ming spel ba de nyid gsum
gyi bar du chud pa bzlas pas | *laṃ (D; lam P) las byung ba'i 'od zer gyi lcags kyus shi
ba de'i rnam par shes pa srid pa *bar ma do 'am (D; bar ma dor ram P) | yang skye gnas
su *phyin (D; byin P) pa dri ma med pa mi g-yo bar mar me ltar gnas pa bkug nas ro
*de'i (D; da'i P) snying gar bcug la | (3) de la spyan ma'i ming bkod nas de'i 'od zer gyis
ro de mi snang bar byas nas (4) bsgrub bya de ming gi tha ma'i yi ge las bskyed pa
spyan ma lta bur bsams te gang ba rnams rgyas par byas nas | de'i lus la phreng ba'i
sngags kyis phyi nang gtams par bsams pas | (5) de las byung ba'i 'od zer gyis stobs
dbab pa dang dbang bskur ba la sogs pa gong ma ltar byas pas | shi ba 'tsho ste *bskal
pa'i (em.; bskal ba'i P D) bar du yang gnas so ||
4. Pañjikā (P ff. 272r4 - 272v3, D ff. 239r6 - 239v4)
shi ba sos par byed par gsungs (mṛtasaṃjīvanī proktā) || zhes bya ba la *'di skad (D; 'di
P) gsungs pa yin te | (1) phra mo'i rnal 'byor gyis brtan par byas pa'i sems dang | rig pa
bzlas pas kyang ji lta ba bzhin spyan gyi sbyor ba byas nas (2) rang gi snying ga las
grub pa'i 'khor lo'i lcags kyu phyung nas shi ba gzhan du song ba'i rnam par shes pa shi
ba'i rnam pa'i rjes su byed pa *gsal (P; bsal D) ba'i nor bu dmar po'i 'od can nam a'i
rnam pa'i gzugs bkug nas de'i snying gar gzhug par bya'o || de yang gsungs pa |
a ni sems can thams cad kyi || rtag tu srog gyur rang phyag rgya ||
yang dag bzung nas yang dag bcing || srog ni bsrung ba'i *rgyu yi
(D; rgyu'i P) phyir ||
*zhes so (D; ces so P) || (3) de la mo ha ra ti snying gar bkod la de'i 'od zer rnams kyis
de'i lus mi snang bar byas nas (4) de'i ming *gi (D; gyis P) yi ge dang po tsam 'od zer
dang bcas te ji lta ba bzhin du rang gi snying gar gzhug par bya ste | spyan gyi rnam par
yongs su gyur pa bsgoms nas ji lta ba bzhin du phung po dang khams dang skye mched
la sogs pa byin gyis brlab pa byas nas spyan gyi sngags kyis rtag tu de'i lus po khyab
par bya'o || sngags de nyid bsgrub par bya ba'i ming dang *spel (D; sprel P) nas bzlas so
|| (5) sngon bzhin du dbang bskur ba la sogs pa'i cho ga byas na shi ba yang slar rab tu
sos par 'gyur ro || gang gi tshe 'chi 'dod pa'i srog srung bar 'dod pa de'i tshe 'chi bar 'dod
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pa'i snying ga'i padma la ming gi yi ge'am yi ge a *bltas (D; ltas P) shing padma btsums
la zhags pas *bcing bar | yang na
rdo rje kha sbyar te gnas pa'i || a yig gser gyis mdog can ni ||
snying gar bsams nas logs gnyis dag || zhags pa dag gis (P; n.e. D)
bcing bar bya'o ||
N.B. Eye skip from "bcing bar" immediately before the verse to "bcing bar bya'o" in pāda d in the sDe
ge edition.
5. Alaṃkāra (P f.131r2 - 7, D f. 112v6 - 113r2)
'chi ba sos par byed (mṛtasaṃjīvanī) ces pa'i don ni 'di yin te | (1) spyan gyi rnal 'byor 
pas (2) ye shes sems dpa'i thugs ka'i sa bon gyi lcags kyus bar ma do'i srid pa'i bdag
nyid dam mngal du chud pa dri ma med pa bskyod pa med pa mi g-yo ba gnyug ma'i
mar me'i rtse mo'i rgyun dang 'dra ba'i rnam par shes pa bkug ste | shi ba de'i *snying
gar (D; snying kar P) bcug la (3) de la *laṃ (P; lam D) gyi sa bon bsgoms nas de'i 'od
zer rnams kyis de'i lus po rang bzhin gyis 'od gsal bar bya ste | (4) grub pa'i dngul chus
zangs gser du byas pa bzhin du | spyan gyi rnam par yongs su gyur par bltas la mig la
sogs pa byin gyis brlab par byas te | (5) rang gi ye shes sems dpa'i thugs ka'i sa bon gyi
'od zer las byung ba spyan gyi tshogs kyis bum pa'i bdud rtsi dang byang chub kyi sems
dang bdag nyid zhugs pas dbang bskur bas dbang bskur bar bya'o || de ltar shi ba *de
sos (D; di bsos P) shing rdo rje'i sku yang thob par 'gyur te thams cad mkhyen pa ma
yin pa la bsam gyis mi khyab pa'i *phyir (D; phying P) grub pa'i rnal 'byor pa'i byin gyis
brlab pa yin no ||
6. Kusumāñjali (P vol. nyi, ff. 3r8 - 4r3; D vol. thi, ff. 3r1 - 3v1)
shi ba *sos (D; gsos P) par byed pa (mṛtasaṃjīvanī) ni shi ba'i srog kyang 'gugs par 
byed pa'i phyir dang | 'chi bar 'dod pa'i srog kyang 'dzin par byed pa'i phyir ro || de la zhi
ba'i don du ji ltar rnam par snang mdzad kyi sbyor bas sbyor ba gsungs pa de bzhin du
spyan gyi sbyor bas kyang blta bar bya'o ||
yang na kham phor kha sbyar gyi nang du tsandan dkar pos padma 'dab brgyad bris te |
de'i lte ba'i rdo rje'i lte bar gnas pa'i yi ge hūṃ gi mgor bsgrub par bya ba'i ming dang 
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spel ba rnam par snang mdzad kyi 'byin pa'i sngags kyis bskor ro || de'i 'dab ma la spyan
gyi sngags kyis kyang bskor bar bya'o || de nas cho ga bzhin du spyan drangs pa la sogs
pa byas nas | nad pa'i sngas su tsandan gyis byugs pa'i sa gzhi'i gnas la kham phor kha
sbyar *bzhag (P; gzhag D) ste me tog dkar pos mchod par bya'o || snga ma bzhin du
rang gi snying ga'i zla ba la de dbang bskur bar bsams nas bskul tshig dang bcas pa'i
phreng ba'i sngags khri bzla bar bya'o ||
(1) shi ba gso ba'i phyir cho ga bzhin du spyan gyi sbyor ba byas nas (2) rang gi snying
ga las grub pa'i rdo rje lcags kyu phyung ba des shi ba'i rnam par shes pa 'jig rten pha
rol *du (D; tu P) song ba gsal zhing dmar ba'i yi ge a'i rnam pa can nam | mar me'i rtse
mo rlung gis ma bskyod pa'i mi g-yo ba lta bu bkug la shi ba'i snying gar *gzhug (D;
bzhug P) par bya'o || (3) de la *mo ha ra ti (em.; mo ha ra ta P; mo ha ra tī D) zhes bya
ba'i snying po bkod de | de'i 'od zer gyis lus de mi snang bar byas la (4) *mo ha ra ti (P;
mo ha ra tī D) zhes brjod bzhin du spyan gyi rnam par yongs su gyur par bsams te | mig
la sogs pa dang lus la sogs pa byin gyis brlabs par byas nas (5) rang gi snying ga na
gnas pa'i ye shes kyi lha mo'i thugs ka'i zla ba la bkod pa'i phreng ba'i sngags de las
byung ba'i spyan gyi sprin rnams kyis shel gyi bum pa'i *bdud rtsis (P; bdud rtsi'i D)
dbang bskur ba dang | snga ma bzhin du 'od zer gyi gong bu'i dbang bskur bas dbang
bskur bar bya'o || 'chi bar 'dod pa'i srog yang dag par gzung ba'i phyir ||
'chi 'dod snying ga'i padma la || ming gi yi ge'am yi ge āḥ || 
bltas shing padma kha btsums la || padma zhags pas bcing bar bya ||
yang na |
snying gar rdo rje kha sbyar *ltor (P; ster D) || gnas pa'i āḥ ni gser 
'od can ||
bsams nas rtse mo gnyis dag ni || zhags pa dag gis bcing bar bya ||
7. Candraprabhā (P f. 286r1 - 5, D f. 239v4 - 7)
shi ba gson par byed par gsungs (mṛtasaṃjīvanī proktā) || *zhes bya ba (D; zhes bya bas
P) ni 'di skad bstan pa yin te | (1) ji lta ba bzhin du sangs rgyas spyan gyi rnal 'byor byas
la (2) rang gi *snying ga nas (D; snying gnas P) grub pa'i rdo rje lcags kyu phyung ste |
des shi ba'i dri za'i sems can gyi bdag nyid dam mngal du zhugs pa'i rnam par shes pa
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gsal zhing rlung gis ma bskyod pa'i mar me'i me lce'i rnam pa can bkug nas de'i snying
gar bcug ste | (3) der mo ha ra ti zhes bya ba'i snying po rnam par bkod la de las byung
ba'i 'od zer gyi tshogs rnams *kyis (D; kyi P) de'i 'jigs pa mi snang bar byas te | (4)
snying po nyid *brjod (D; rjod P) cing sangs rgyas spyan gyi gzugs su yongs su gyur
par bsams la | phung po dang skye mched dang sku dang gsung dang thugs byin gyis
brlab pa yang byas te | (5) rang gi *snying gar (D; snying ga na P) bzhugs pa'i ye shes
kyi lha mo'i thugs kar padma'i steng gi zla ba la bkod pa'i *phreng (D; 'phreng P) ba'i
sngags las byung ba'i 'od zer gyi sgo las spros pa'i sangs rgyas spyan gyi tshogs rnams
kyis bum pa'i byang chub kyi sems dang bdag nyid zhugs *pas (em.; pa'i P D) dbang
bskur ba rnams kyis dbang bskur bar bya'o || de ltar na shi ba de gson zhing rdo rje'i sku
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